
平成25年度第３回経営戦略会議 会議結果の概要 

 

開催日時 平成25年5月1日（水）午後2時30分～午後3時45分 

開催場所 本庁 東庁舎４－２会議室 

出席者 市長、副市長、総務部長、情報戦略局長、環境生活部長、健康福祉

部長、産業観光部長、教育部長、上下水道部長、病院事務部長、環

境生活部参事 

審議事項 

１ 小中学校の統合に伴う学校敷地規模の考え方について  ＜教育委員会＞ 

 

１ 小中学校の統合に伴う学校敷地規模の考え方について 

＜教育委員会＞ 
概要 

小中学校の統合に伴い、新たな土地に統合校を建設する際における敷地規模の考

え方について審議を行った。 

主な内容は、以下のとおりである。 

○統合中学校の校地面積に関する考え方 

両校の間に学校を設置する場合、新たな土地に統合校を建設することとなる。そ

の際、学校の敷地規模については関係法令による定めが無いことから、市内の既存

小中学校の校地面積及び文部科学省令による運動場の基準面積を考慮して、敷地規

模を決定する。 

○中学校の学校規模 

（１）統合後、１学年３クラスとなる場合 

   平均敷地面積：27,500㎡ 

   （宮川中学校、港中学校、五十鈴中学校、二見中学校、御薗中学校） 

   敷地規模の基準：概ね27,000㎡ 

（２）統合後、１学年４クラス以上となる場合 

   平均敷地面積：34,000㎡ 

   （倉田山中学校、厚生中学校、小俣中学校） 

   敷地規模の基準：概ね34,000㎡ 

（３）宅地等開発事業に係る洪水調整池の検討 

   建設候補地が決定し、その敷地が既存宅地以外のもので、形質の変更を伴う

場合は、宅地開発行為と同様の考え方で洪水調整池が必要かどうかの検討を行

うものとする。その際、調整池容量が必要な場合は、その容量に見合う用地を

学校敷地として取得するものとする。 

 



結論  より望ましい教育環境を整備するための統合であり、部活動での利用状

況や地域の実情を考慮しながら、必要な校地面積を積算し確保することと

決定した。 

 

 

主な意見・補足等 

・中学校の学校規模の中で二見中が一番小さい。二見中の横には、町民グラウンド

があり、そこで野球部が練習しているので、二見中を平均値の試算に入れるのが

適当ではないのではないか。 

 ⇒多少のクラブ活動に制限があるが、五十鈴中を参考にしている。用地取得での

区画状況により用地面積がぴったりとならないのが現状である。 

・望ましい教育環境を整備することが目的であることから、既存の学校を基準にす

べきでないと考える。国に基準がないのであれば、市で基準を作成し、伊勢市の

考え方を示すべきである。その上で、地域の実情に合わせて敷地面積を決定すべ

きである。 

・原則４～６クラスが適正規模であることから、３クラスと４クラスで区分するこ

とに違和感がある。 

・調整池となっている部分も実際にはテニスコート、駐車場などの学校の敷地面積

に入るのであれば、他校と比較し不公平感が生じないか。 

・10,000 ㎡の追加が出てきたのは、北浜中はテニスが盛んなのでテニスコートが

必要だとか、田んぼの真ん中なので駐車場が必要になるなど、地域の特性を活か

すための積み上げ方式であるべき。また、いくつかの方法論を示して欲しい。

10,000 ㎡の考え方を都市計画課とも詰めて欲しい。 

・都市計画決定の協議が必要だが、その際のエリアを決めるのにも積み上げが必要

になる。調整池については、関係者と協議をしていない中での試算となる。河川

管理者との協議によりさらに大きな調整池が必要になる場合がある。 

・ＰＦＩの導入についても研究が必要である。 

 ⇒現在、建設に向けて検討を行っている豊浜・北浜統合中学校については、早急

に進めたいと考えているので、ＰＦＩについては検討を行わない。時間的に余

裕のある豊浜東小・豊浜西小の統合校については、ＰＦＩについても検討した

い。 

・中学校の統合で 12 校が 7 校になる。場所が決まっているのが、まず城田中・小

俣中の統合校で、面積は小俣中の 37,008 ㎡。五十鈴中・倉田山中の統合校の面

積は倉田山中の 35,894 ㎡。そして二見中は単独で15,977 ㎡だが移転を考えない

といけない。宮川中・沼木中の統合校の面積は、現在の宮川中の 38,459 ㎡。問

題になるのは今回の豊浜中・北浜中と港中・御薗中の統合と二見中が移転した場

合の面積になる。港中・御薗中の統合校は、現在の御薗中で 36,228 ㎡あるので

これ以下の小さい学校になるのは多分考えにくい。中学校に関しては、35,000



㎡程度にしても後の他の学校に影響することはないと思われる。 

・津波の避難場所として使うなら、候補地の地盤の高さは上げられるのか。 

⇒周囲の道路からは 50ｃｍから 1ｍは上げたいと思うが、それ以上は周辺の農地

への影響がある。 

 

 

資料 付議事項書 

 

 


